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羽
―
―
萬
葉
集
三
六
四
〇
番
歌
の
作
者
―
―

Ｉ

ノ

上

富

一

万
葉
集
巻
第
十
五
の
前
半
を
占
め
る

「
天
平
八
年
丙
子
夏
六
月
、
使
を
新
羅
国
に
遣
は
し
し
時
に
、
使
人
ら
の
、
各
々
別
を
悲
し
び
て
贈
答

し
、
ま
た
海
路
の
上
に
し
て
旅
を
慟
み
思
を
陳
べ
て
作
る
歌
。
所
に
当
り
て
誦
詠
す
る
古
歌
を
丼
せ
た
り
。　
一
百
四
十
五
首
」

（
三
五
七
八
～

三
七
二
二
）
中
、
「熊
毛
の
浦
に
舟
泊
り
す
る
夜
に
作
る
歌
四
首
」
曾
一六
四
〇
～
三
六
四
三
）
の
第

一
首
に
、

都
辺
に
行
か
む
舟
も
が
刈
り
薦
の
乱
れ
て
思
ふ
こ
と
告
げ
遣
ら
む

（
１５
三
六
四
〇
）

右
の

一
首
、
羽
栗

と
あ
る
作
者
の

「
羽
栗
」
な
る
人
物
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

羽
栗
は
、
現
行
最
新
の
全
注
釈
書
で
あ
る

『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
萬
葉
集
』
（昭
５０
年
１０
月
）
の

「
付
録

（人
名

一
覧
と

に
、

「栗
吉
麻
呂
の
子
。
霊
亀
二
Ｑ
英
）年
、　
吉
麻
呂
が
阿
倍
仲
麻
呂
の
従

羽
栗
翼
ま
た
は
期
の
兄
弟
の
う
ち
い
ず
れ
か
を
さ
す
か
。
両
人
は
羽

羽
　
栗

考

+
口



二

者
と
し
て
入
唐
し
た
時
、
唐
女
を
警

っ
て
生
ま
せ
た
子
供
で
、
天
平
六
Ｑ
吾
）年
父
に
従

っ
て
帰
国
し
た
。
翼
は
そ
の
時
十
六
歳
。　
聡
明

の
聞
え
高
く
、
い
っ
た
ん
出
家
し
た
が
、
朝
廷
は
そ
の
才
を
惜
し
ん
で
還
俗
さ
せ
た
。
宝
亀
七
Ｃ
夫
）年
臣
姓
を
賜
わ
り
、　
翌
年
准
判
官

と
し
て
入
唐
し
た
。
そ
の
ほ
か
内
業
正
兼
侍
医
と
な
り
、
丹
波
介

・
左
京
亮
な
ど
を
勤
め
、
延
暦
十
七
翁
火
）年
正
五
位
下
で
没
。　
八
十

歳
。
そ
の
弟
翔
は
天
平
宝
字
五
Ｑ
杢
）年
藤
原
か
献

（瀧
配
）
の
帰
国
を
要
請
す
る
た
め
に
遣
わ
さ
れ
て
入
唐
し
た
が
、　
そ
の
ま
ま
帰

ら

な
か
っ
た
。
天
平
八
年
遣
新
羅
使
人
の
一
行
中
に
見
え
る
羽
栗
が
翼
だ

‘とす
る
と
、
そ
の
時
十
八
歳
で
、
帰
国
後
わ
ず
か
二
年
で
は
日
本

語
に
さ
ほ
ど
習
熟
し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
異
８
の
作
者
に
擬
す
る
こ
と
に
多
少
疑
間
が
あ
る
。
そ
れ
は
弟
の
翔
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
り
、
あ
る
い
は
父
の
吉
麻
呂
と
す
べ
き
か
と
も
思
う
が
、
決
定
は
で
き
な
い
。

と
あ
っ
て
、
羽
栗
吉
麻
呂
と
そ
の
二
人
の
子
、
翼
、
翔
の
三
人
が
候
補
と
な
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
も
決
定
し
か
ね
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
そ
の
点
を
い
さ
さ
か
研
究
史
的
に
検
討
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

二

「
羽
栗
」
な
る
人
物
に
つ
い
て
最
初
に
言
及
し
た
の
は
契
沖
で
、
そ
の

『萬
葉
代
匠
記
初
稿
本
』
に
、

右

一
首
蒻
栗
慶
一帝
紀
云
。
賓
字
五
年
十

一
月
癸
未
授
下迎
〓清
河
・使
外
従
五
位
下
高
元
度
従
五
位
上
上。

而
不
レ掃
。
こ
の
人
に
や
、
叉
略
し
て
氏
の
み
を
か
け
る
か
名
の
腕
た
る
敷

と
し
、

『精
撰
本
』
で
も
、

右

一
首
羽
栗
　
名
ノ
落
タ
ル
カ
。
慶
帝
紀
云
。
賓
字
五
年
十

一
月
癸
未
、
授
下
迎
一
清
河
・使
外
従
五
位
下
高
元
度
従
五
位
上
上
。
其
録
事
羽

栗
翔
者
留
二清
河
所
・而
不
レ帰
。
」
若
此
翔

ニ
ヤ

其
録
事
蒻
栗
翔

者
留
二清
河
所
・



と
し
て
、
い
ず
れ
も

「翔
」
を
比
定
し
て
い
る
。
そ
の
門
弟
の
海
北
若
沖
は

『高
葉
集
作
主
履
歴
』

（刈
谷
図
書
館
蔵
本
）
に
、

羽
栗
　
和
名
抄
山
城
国
久
世
郡
蒻
栗
　
稲
報
難
栗
　
姓
氏
録
難
葉
栗
　
和
安
倍
朝
臣
獣
驀
剤
槻
酵
熙
豚
旭
命

同
祀
彦
姥
津
命
三
世
孫
建
穴
命
之
後
也

同
財
葉
栗
小
野
朝
臣
献
端
細
銅
臣
同
社
　
同
租
彦
國
菖
命
之
後
也

○
宝
字
五
年
十

一
月
癸
未
授
下迎
〓藤
原
河
清
・使
外
従
五
位
下
高
元
度
従
五
位
上
上其
録
事
貌
栗
翔
者
留
河
清
所
而
不
帰

○
宝
亀
六
年
八
月
庚
寅
授
二遣
唐
録
事
正
七
位
上
蒻
栗
翼
外
新
五
位
下
・篤
二准
剣
官
・
○
同
七
年
三
月
癸
己
大
外
記
羽
栗
箕
篤
二乗
勅
旨
大

五
一　
〇
同
八
月
癸
亥
山
背
国
乙
訓
郡
人
外
従
五
位
下
羽
栗
翼
賜
〓姓
臣
・　

○
同
十
年
四
月
丁
酉
授
〓蒻
栗
姫
翼
従
五
位
下
・　

○
天
應
元

年
六
月
壬
子
遣
二勅
旨
大
五
羽
栗
臣
翼
於
難
波
・令
レ練
〓朴
治
・　
○
延
暦
元
年
二
月
庚
申
篤
〓丹
波
介
・
　

同
四
年
八
月
丙
子
従
五
位
上

○
同
五
年
七
月
壬
寅
篤
二内
薬
正
兼
侍
馨
・　
○
同
七
月
己
巳
篤
二左
京
亮
Ъ
故

○
同
八
年
二
月
癸
未
篤
〓兼
内
蔵
助
・　
○
同
九
年
二
月
甲

午
正
五
位
下

と
し
て
、
契
沖
が
翔

一
人
の
み
を
挙
げ
た
の
に
た
い
し
て
、
翼
の
記
録
を
も
列
挙
し
て
い
る
が
、
そ
の
二
人
の
関
係
に
つ
い
て
は
い
さ
さ
か
も

言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
以
後
、
多
く
の
万
葉
注
釈
書
は
、
契
沖
に
従
い
、若
沖
の
も
の
を
見
な
か
っ
た
の
か
、期
の
み
を
挙
げ
て
い
る
。

荷
田
信
名
は

『萬
葉
童
蒙
抄
』
に
、

名
栗
は
ぐ
り
は
人
の
名
な
る
べ
し
。
博
不
レ知
。
但
し
康
一帝
紀
天
李
賓
字
五
年
十

一
月

〔癸
未
、
授
下迎
〓清
河
・使
外
従
五
位
下
高
元
度
従

五
位
上
も

其
録
事
蒻
栗
翔
者
留
二清
河
所
・而
不
レ帰
云
々
。
此
翔
が
事
敷
。
氏
計
り
を
摯
げ
た
る
敷

と
し
て
、
契
沖
同
様
、
期
を
比
定
し
て
い
る
。
若
沖
の

『
万
葉
集
作
主
履
歴
』
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
い
で
、
橘
千

羽

栗

考
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蔭
は

『高
葉
集
略
解
』
に
、

績
紀
、
賓
字
五
年
羽
栗
翔
と
言
ふ
人
見
ゆ
。
是
れ
に
や
。
名
脱
ち
た
る
か
。

と
し
て
、
こ
れ
も
ま
た
契
沖
同
様
、
翔
と
し
て
翼
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
次
に
、
鹿
持
雅
澄
は

『
萬
葉
集
古
義
』
及
び

『
萬
葉
集
人
物
博
』

に
、

契
沖
、羽
栗
期
に
や
、略
き
て
氏
の
み
を
か
け
る
か
、
又
は
名
の
脆
た
る
欺
、
と
云
り
、
娩
は
、
績
紀
に
、
賓
字
五
年
十

一
月
癸
未
、　
授
下

迎
〓藤
原
清
河
・使
外
従
五
位
上
高
元
度
従
五
位
上
い其
録
事
蒻
栗
翔
者
、留
〓清
河
所
・而
不
レ帰
、賓
亀
六
年
八
月
庚
寅
、授
〓遣
唐
録
事
正
七

位
上
蒻
栗
翼
外
従
五
位
下
一篤
二准
剣
官
一七
年
三
月
癸
巳
、
大
外
記
外
従
五
位
下
羽
栗
翼
馬
〓乗
勅
旨
大
丞
一八
月
癸
亥
、　
山
背
國
乙
訓
郡

人
外
従
五
位
下
蒻
栗
翔
賜
〓姓
臣
一天
應
元
年
六
月
壬
子
、遺
一従
五
位
下
勅
旨
大
丞
羽
栗
臣
箕
於
難
波
ヽ

令
レ練
二朴
沿
ヽ

延
暦
元
年
二
月

庚
申
、
馬
〓丹
波
介
ヽ

四
年
八
月
丙
子
、
授
二従
五
位
上
ヽ

五
年
七
月
壬
寅
、
正
五
位
，磁
羽
栗
臣
箕
、
篤
〓内
薬
正
乗

ぽ
タ
ス郎
ヽ
　
七
年

三
月
己
巳
、
従
五
位
上
栗
蒻
臣
翼
篤
二左
京
亮
ヽ

内
薬
正
侍
警
如
レ故
、
八
年
二
月
癸
未
、
葉
栗
臣
箕
篤
〓乗
内
蔵
助
ヽ

九
年
二
月
甲
午
、

授
〓正
五
位
下
ヽ

と
見
え
た
り
、

と
し
て
、
契
沖
同
様
、
翔
説
の
よ
う
で
あ
り
、
若
沖
に
倣
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、続
日
本
紀
の
、
翔
と
翼
の
両
人
の
記
録
を
挙
げ
て
い
て
、

い
ず
れ
と
も
判
定
し
て
い
な
い
の
は
す
っ
き
り
し
な
い
。
な
お
、
雅
澄
は
頭
註
に
、

百
人

一
首

一
夕
話
、
初
安
倍
仲
麿
入
唐
の
節
、
僕
人
と
し
て
わ
た
り
た
る
効
栗
吉
満
と
い
ふ
も
の
あ
り
、
仲
麿
に
従
て
唐
に
在
る
間
に
、

四



唐
女
を
姿
り
て

一
子
を
生
り
、
其
名
を
負
と
い
ひ
し
が
、
天
李
五
年
、
廣
成
帰
朝
の
節
、
仲
麿
に
い
と
ま
を
こ
ひ
、　
一
子
葉
を
件
ひ
て
、

日
本
に
帰
り
ぬ
、
此
象
と
い
ふ
も
の
、
生
質
聰
明
に
て
、
掃
朝
の
後
出
家
し
て
、
學
業
殊
に
長
ず
る
よ
し
、
朝
廷
に
聞
え
け
れ
ば
、
還
俗

せ
し
め
て
、
正
三
位
を
授
け
ら
れ
、
桓
武
一帝
の
延
暦
十
年
ま
で
、
存
命
せ
し
と
ぞ
、
此
説
不
レ知
〓所
檬
ヽ

恐
妄
説
。

と
尾
崎
雅
嘉

（
一
七
五
五
～

一
八
二
七
）
の

『
百
人

一
首

一
夕
話
』

（天
保
三
年

（
一
八
三
二
ど

の
遣
唐
留
学
生
の
安
倍
仲
麻
呂
の
嫌

人

で

あ

っ
た
羽
栗
吉
麻
呂
を
紹
介
し
な
が
ら
も

「
此
説
、
拠
る
所
を
知
ら
ず
、
恐
ら
く
妄
説
」
と
し
た
の
は
早
計
で
あ

っ
た
。

尾
崎
雅
嘉
の

『
百
人

一
首

一
夕
話
』
は
、
百
人

一
首
の
参
考
書
目
の
中
で
異
色
あ
る
も
の
と
し
て
広
く
愛
読
さ
れ
、

「
歴
史
物
語
類
を
中
心

に
、　
一
々
典
拠
を
挙
げ
て
博
く
諸
書
を
参
酌
し
、
穏
健
中
正
な
叙
述
を
試
み
た
と
こ
ろ
は
、
著
者
の
面
目
を
遺
憾
な
く
伝
え
る
も
の
」

（岩
波

文
庫
本

『
百
人

一
首

一
夕
話
』
解
説
。
古
川
久
）
と
評
価
の
高
い
も
の
で
あ
る
が
、

初
め
仲
麿
入
唐
の
節
供
人
と
し
て
渡
り
た
る
、
名
栗
吉
満
と
い
ふ
者
あ
り
。
仲
麿
に
従
ひ
て
唐
に
あ
る
間
に
、
唐
女
を
め
と
り
て

一
子
を

生
め
り
。
そ
の
名
を
象
と
い
ひ
し
が
、
天
平
五
年
度
成
婦
朝
の
後
出
家
し
て
學
業
こ
と
に
長
ず
る
由
朝
廷
に
聞
こ
え
け
れ
ば
、
還
俗
せ
し

め
て
正
二
位
を
授
け
ら
れ
桓
武
帯
の
延
暦
十
年
ま
で
存
命
せ
し
と
ぞ
。

と
あ

っ
て
、
そ
の
典
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
雅
澄
は
よ
く
調
査
も
せ
ず
に
妄
説
と
し
て
し
り
ぞ
け
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
責
は
重
い
。
以
後
の
万
葉
学
者
は
契
沖

・
雅
澄
の
説
を
承
け
て
翔
説
を
主
と
し
て
、
翔

・
翼
を
同

一
人
物
視
し
て
い
る
も
の
も
多
い
が
、

そ
う
し
た
中
で
、
日
本
史
学
界
に
お
い
て
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
、
杉
本
直
治
郎
の

『
阿
倍
仲
麻
呂
博
研
究
』

（昭
和
１５
年
１２
月
）
に
お
い
て
、

仲
疏
呂
と
開
係
あ
る
も
の
で
は
、

『
類
衆
國
史
』

（巷

一
八
七
）
佛
道
部
還
俗
僣
の
條
に
、

羽

栗

考

五



六

「桓
武
天
皇
延
暦
十
七
年
五
月
丙
午
。
正
五
位
下
蒻
栗
臣
翼
卒
。
…
…
父
吉
蹴
呂
。
霊
亀
二
年
傘
一」
嗜
ご
ｏ
以
二學
生
阿
信
仲
航
呂
像

人
一入
唐
。
妾
〓唐
女
Ъ

生
二箕
及
翔
Ъ

箕
年
十
六
。
天
平
六
年
傘
」
軌
ど
。
随
レ父
帰
レ國
。
以
〓聰
見
・見
レ稀
。
多
レ所
〓通
渉
・。
・出

家
篤
ン僣
。
未
レ幾
學
業
優
長
。
朝
廷
惜
〓其
才
・而
還
俗
。
特
賜
三度
二
人
Ｌ
」

と
見
え
る
。
こ
れ
は
、

『績
日
本
紀
』
（巷

一
一
）
に
よ
る
と
、
天
李
六
年
十

一
月
丁
丑
、
多
祢
嶋
に
末
着
し
た
、　
入
唐
大
使
多
治
比
員

人
廣
成
に
随
っ
て
、
留
學
生
吉
備
員
備

・
僣
玄
防
等
と
共
に
、
帰
朝
し
た
の
で
あ
る
。

と
、
そ
の
典
拠
で
あ
る

『類
衆
国
史
』
仏
道
部
還
俗
僧
の
条
文
を
挙
げ
て
い
る
し
、
ま
た
、
佐
伯
有
清
の

『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究

・
研
究
篇
』

（昭
和
３８
年
４
月
）
附
篇
の

「
日
本
古
代
氏
姓
の
諸
問
題
」
の
第
三
で
、

羽
栗
臣
翼
、
翔
兄
弟
の
場
合
の
ご
と
き
、
彼
ら
の
父
吉
麻
呂
が
阿
倍
朝
臣
仲
麻
呂
に
し
た
が
い
入
唐
、
唐
女
を
妾
っ
て
そ
の
間
に
で
き
た

も
の
で
あ
る

と
し
て
、
注
に

「類
衆
国
史
巻

一
八
七
、
仏
道
、
還
俗
僧
條
参
照
。」
と
そ
の
典
拠
を
明
示
し
て
い
る
。
　
こ
の
間
、
板
橋
倫
行
は

「
登
州
開
元

寺
壁
画
に
名
を
留
め
た
万
葉
歌
人
」
∩
双
魚
」
第
五
冊
、
昭
和
２
年
６
月
）
で
、

こ
の
蒻
栗
が
続
紀
に
見
え
る
羽
栗
翔
で
あ
ろ
う
と
は
、
万
葉
注
解
者
の
つ
と
に
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
し
、
さ
ら
に

「翼
は
お
そ
ら
く
翔
の
子
弟
で
あ
ろ
う
か
。」
と
し
た
が
、
後
に

『
万
葉
集
の
詩
と
真
実
』

（昭
和
３６
年
５
月
刊
）

で
は
、
こ

の
稿
に

「
追
記
」
し
て
、
福
山
敏
男
博
士
か
ら
の
示
教
に
よ
る
と
し
て
、



翔
と
興
の
関
係
は
類
衆
国
史
巷
百
八
十
七
仏
道
部
の
延
暦
十
七
年
五
月
羽
栗
算
の
伝
に
よ
っ
て
父
吉
麻
呂
が
唐
女
を
要
っ
て
生
ま
せ
た
兄

弟
で
あ
る
こ
と
が
剣
っ
た
。

と
訂
正
し
た
が
、
依
然
、
作
者
に
つ
い
て
は
、

「
万
葉
注
解
者
の
つ
と
に
指
摘
し
て
い
る
こ
と
」
で
翔
に
従

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
史
学
界
の
業
績
と
し
て

『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』
第
五
巻

（昭
和
４．
年
３
月
刊
）
に
、

【蒻
栗
２
各
】
天
李
八

・
六
使
を
新
羅
に
つ
か
わ
さ
れ
た
時
、
使
人
ら
が
海
路
の
途
中
で
よ
ん
だ
歌
百
四
十
五
首
が
あ
り
、
そ
の
中
、
周

防
国
の
熊
毛
浦
に
船
泊
し
た
夜
作

っ
た
歌
四
首
の
左
註
に
、

「右
の
一
首
は
蒻
栗
」
と
あ
る
の
が
み
え
る

（万
葉
十
五
脚
）。
代
匠
記
は
、

続
紀
の
宝
字
五

・
十

一
迎
藤
原
河
清
使
高
元
度
、
録
事
羽
栗
翔
と
あ
る
の
を
ひ
い
て
、
フ
」
の
人
に
や
」
と
し
、
「略
し
て
氏
の
み
を
か
け

た
る
か
、
名
の
脆
た
る
敷
」
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
ろ
の
遺
唐
使
の
関
係
に
は
、
蒻
栗
吉
麻
呂
、
同
翼
、
同
期
が
あ
り
、
い
ず
れ
と

も
決
定
し
が
た
い
。

と
し
て
、
さ
ら
に
、
吉
麻
呂
に
つ
い
て
、

【蒻
栗
臣
吉
航
呂
】
翼
、
翔
の
父
。
霊
亀
二
、
学
生
阿
信
仲
麻
呂
の
像
人
と
し
て
入
唐
し
、
唐
女
を
姿
り
、
翼
、
翔
の
二
男
を
生
み
、
天

李
六
、
帰
朝
し
た

（類
史
百
八
十
七
仏
道
部
十
四
）。

と
し
、
翼
に
つ
い
て
、

七



八

【蒻
栗
臣
翼
】

吉
麻
呂
の
男
。
翔
の
兄
。
山
背
国
乙
訓
郡
の
人
。
葉
栗
臣
に
も
つ
く
る

（続
紀
延
暦
八

・
二
条
）
。
ま
た
、
臣
姓
は
宝
亀

七

・
八
に
賜
わ
り
、
そ
れ
以
前
は
カ
バ
ネ
が
な
い
。
霊
亀
二
、　
父
の
吉
麻
呂
が
学
生
阿
信
仲
麻
呂
の
傑
人
と
し
て
入
唐
し
、　
唐
女
を
警

り
、
翼
と
期
を
生
ん
だ
が
、
天
平
六
、
年
十
六
の
時
、
父
に
し
た
が

っ
て
帰
国
し
、
聡
頴
を
も

っ
て
称
せ
ら
れ
、
通
渉
す
る
と
こ
ろ
が
多

か
っ
た
。
出
家
し
て
僧
と
な
り
、
未
だ
幾
く
も
な
く
し
て
、
学
業
優
長
し
、
朝
廷
は
そ
の
才
を
惜
し
み
、
還
俗
せ
し
め
、
と
く
に
度
二
人

を
賜
わ
っ
た

（類
史
百
八
十
七
）
。
宝
亀
六

・
八
正
七
上
よ
り
外
従
五
下
に
伎
せ
ら
れ
、
遺
唐
録
事
よ
り
准
判
官
に
昇
任
さ
れ
た
。
同
七
・

三
大
外
記
、
外
従
五
下
で
、
勅
旨
大
丞
を
兼
ね
、
同
七

・
八
姓
臣
を
賜
わ
っ
た
。
時
に
山
背
国
乙
訓
郡
人
と
み
え
る
。
同
八

・
六
遺
唐
副

使
小
野
石
根
ら
と
入
唐
し
、
同
八

・
七
揚
州
海
陵
県
に
至
っ
た
ら
し
い
が
、
神
護
二

・
七
条
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
、
わ
が
国
の
丹
波
国

天
田
郡
華
浪
山
よ
り
、
昆
解
官
成
の
え
た
白
備
を
唐
に
も
た
ら
し
、
揚
州
の
鋳
工
に
示
し
、
そ
の
鈍
隠
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と

い
う
。
宝
亀
九

・
十
条
に
よ
れ
ば
、
同
九

・
正
、
小
野
石
根
ら
と
長
安
城
に
い
た
っ
て
礼
見
し
、
同
九

・
三
辞
見
を
お
え
、
同
九

・
九
帰

路
に
つ
き
、
肥
前
松
浦
郡
橘
浦
に
帰
着
し
た
。
こ
の
時
、
准
判
官
と
あ
る
。
同
十

・
四
従
五
下
に
叙
せ
ら
れ
た

（続
紀
）。　
さ
ら
に
貞
観

三

・
六
条
に
よ
れ
ば
、
遺
唐
録
事
従
五
下
内
薬
正
と
あ
り
、
宝
亀
十

一
、
唐
よ
り
も
た
ら
し
た
宝
応
五
紀
暦
経
を
貢
し
、
奏
上
し
て
、
唐

は
い
ま
大
衛
暦
を
停
め
て
、
唯
こ
の
経
を
用
う
と
の
べ
、
そ
の
た
め
、
天
応
元
、
勅
し
て
こ
の
経
に
よ
り
暦
を
つ
く
ら
せ
た
が
、
習
学
の

人
な
く
、
業
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
や
は
り
大
行
暦
経
を
用
い
た
と
あ
る

（三
代
実
録
、
三
代
格
十
七
文
書
井
印
事
）
。　
天
応
元

。

六
難
波
に
使
し
、
朴
沿
を
練
っ
た
。
時
に
勅
旨
大
丞
。
延
暦
元

。
二
丹
波
介
と
な
り
、
同
四

・
八
従
五
上
に
叙
せ
ら
れ
、
同
五

・
七
内
薬

正
兼
侍
医
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
時
に
正
五
下
と
あ
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
同
七

・
三
左
京
亮
と
な
り
、
内
薬
正
、
侍
医
は
故
の
ご
と
く
、

同
八

・
二
内
薬
正
侍
医
、
従
五
上
と
し
て
、
内
蔵
助
を
か
ね
た

（続
紀
）
。
ま
た
、
同
八

・
六
に
も
、
内
薬
正
兼
侍
医
で
、　
勅
旨
所
の
助

と
み
え

（不
安
３７９９
）
ヽ
同
九

・
二
正
五
下
に
叙
せ
ら
れ
た
が

（続
紀
）
、
同
十
七

・
五
卒
し
た
。
時
に
正
五
下

（類
史
百
八
十
七
）。

と
し
、
期
に
つ
い
て
、



【蒻
栗
臣
翔
】

吉
麻
呂
の
子
。
翼
の
弟
。
霊
亀
二
、
父
の
吉
麻
呂
が
、
学
生
阿
倍
仲
麻
呂
の
鎌
人
と
し
て
入
唐
し
た
時
、
唐
女
を
嬰
り
、
．

翼
、
刻
の
二
男
を
生
み
、
天
不
六
、
父
に
し
た
が
い
帰
国
し
た
と
あ
る

（類
史
百
八
十
七
）。　
宝
字
五

・
十

一
迎
藤
原
河
清
使
高
元
度
を

叙
位
す
る
記
事
に
、
録
事
羽
栗
翔
は
、
河
清
の
所
に
と
ど
ま
り
帰
ら
な
い
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
宝
字
三

・
正
、
か
れ
が
高
元
度
と
と
も

に
、
迎
河
清
使
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
三

・
三
高
麗
大
使
楊
承
慶
の
帰
国
を
送
り
、
か
ね
て
唐
に
お
も
む
く
た
め
、
元
度
と
と
も
に
出
発
し
な

が
ら
、
元
度
の
み
は
、
同
五

・
八
帰
国
し
、
翔
は
帰
国
し
な
か
っ
た
こ
と
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う

（続
紀
）。　
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
の
開
成

五
年

（承
和
七
年
、
Ａ
Ｄ
八
四
〇
）
三
月
の
条
に
、
円
仁
が
登
州
開
元
寺
に
宿
泊
し
た
と
き
、
そ
の
仏
殿
西
廊
外
の
信
伽
和
省
堂
内
の
北

壁
上
に
、
西
方
浄
土
な
ど
の
絵
が
え
が
か
れ
、
そ
の
仏
像
の
左
右
に
、
願
主
の
日
本
使
人
の
官
位
姓
名
が
記
入
さ
れ
て
い
た
の
を
写
し
と

っ
た
記
事
が
あ
る
。
こ
の
中
の

「録
事
正
六
位
上
羽
豊
翔
」
を
羽
栗
翔
の
誤
写
と
み
る
説
が
あ
り
、

（木
宮
泰
彦

『
日
支
交
通
史
』
『
日
華
文

化
交
流
史
し
、
最
近
、
こ
の
は
か
に
も
、
「使
外
従
六
位
下
行
散
位
□
□
度
」
「録
事
正
六
位
上
建
必
感
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
高
元
度
、
建
部
人

上
で
あ
る
と
す
る
読
が
あ
る

（佐
伯
有
清

「
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
に
み
え
る
日
本
国
使
に
つ
い
て
し
。

と
し
、
吉
麻
呂
を
父
と
し
て
翼

・
翔
は
兄
弟
で
あ
る
と
し
た
。
な
お
、
ち
な
み
に
、
角
田
文
衛

『紫
式
部
と
そ
の
時
代
』
（昭
和
４．
年
５
月
）

所
収
の

「葉
栗
臣
翼
の
生
涯
」
は
父
子
三
人
の
伝
記
を
史
料
を
踏
ま
え
て
よ
く
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
当
面
の
万
葉
歌
の
作
者
に

つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
前
後
の
事
情
は
さ
て
お
き
、

『
古
義
』
に
続
い
て
、
近
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
折
口
信
夫
は

『
口
訳
万
葉
集
』
で
、

「
羽
栗
′

某
」
と
し
、
後
に

『
万
葉
集
辞
典
』
で
は
、

羽
栗
′翔
だ
ら
う
か
。
翔
は
光
仁
天
皇
の
賓
義
五
年
迎
藤
原
河
清
の
録
事

（遣
唐
使
録
事
）
と
な
り
、
翌
年
八
月
外
従
五
位
に
伎
し
て
其
准

剣
官
と
な
り
、
七
年
三
月
勅
旨
大
丞
に
任
じ
、
同
八
月
臣
姓
を
賜
り
、
十
年
四
月
従
五
位
下
と
な
り
、
桓
武
天
皇
延
暦
元
年
二
月
丹
波
介

羽

栗

考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



一
〇

と
な
り
、
四
年
八
月
従
五
位
上
に
進
み
、　
五
年
七
月
内
薬
正
乗
侍
警
と
な
り
、
七
年
三
月
左
京
亮
を
乗
ね
、　
八
年
二
月
内
蔵
頭
に
遷

っ

て
、
九
年
二
月
正
五
位
下
に
伎
せ
ら
れ
た
。

と
し
て
、
翔
と
翼
の
関
歴
を
混
同
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
井
上
通
泰
の

『
万
葉
集
新
考
』
に
、

蒻
栗
は
氏
な
り
。
名
の
お
ち
た
る
な
り
。
績
紀
に
残
栗
翔
、
蒻
栗
箕
な
ど
見
え
た
り

と
あ
っ
て
、
二
人
を
挙
げ
て
は
い
る
が
そ
の
父
の
吉
麻
呂
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
澤
潟
久
孝

・
森
本
治
吉
共
著
の

『幹
催
願
別
萬
葉
集
』
で
は
、

費
字
の
頃
遣
唐
録
事
た
り
し
羽
栗
翔
と
い
ふ
人
あ
り
。
代
匠
記
に

「
若
此
翔

ニ
ヤ
」
と
云
ヘ
リ
。
延
暦
元
年
二
月
丹
波
介
、
五
年
七
月
内

薬
正
乗
侍
馨
、
七
年
三
月
左
京
亮
、
八
年
二
月
乗
内
蔵
助
な
ど
と
あ
り
。

と
し
て
、
契
沖
に
従
っ
て
、
翔
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
伝
記
を
翼
と
混
同
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
後
に
、
澤
潟
久
孝
は

『萬
葉
集
注

澤
』
で
、

代
匠
記
に

「名
ノ
落
タ
ル
カ
。
慶
帝
紀
云
。
費
字
五
年
十

一
月
癸
未
授
，
迎
っ清
河
・使
外
従
五
位
下
高
元
度
従
五
位
上
上。
録
事
蒻
栗
翔
者

留
〓清
河
所
・而
不
レ帰
。
若
此
翔

ニ
ヤ
」
と
あ
る
。
全
註
繹
に

「
ま
た
績
日
本
紀
天
平
神
護
二
年
七
月
の
條
な
ど
に
、　
羽
栗
の
臣
葉
の
名

が
し
ば
し
ば
出
て
い
る
。
翔
と
算
と
名
に
縁
が
あ
る
。
兄
弟
か
親
子
か
」
と
あ
る
。
そ
の
人
は
賓
皐
六
年
八
月

「庚
寅
（
廿
九
日
）
授
二遣

唐
録
事
正
七
位
上
蒻
栗
箕
外
従
五
位
下
・。篤
〓准
剣
官
こ

と
あ
る
。
板
橋
倫
行
氏
は
園
仁
の
入
唐
記
に
、　
山
東
開
元
寺
の
壁
豊
願
主
と
し



て
録
事
正
六
位
上
蒻
豊
翔
の
名
を
見
た
記
事
の
あ
る
事
を
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
。
私
注
に
は
雨
人
が

「
同

一
人
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
」
と
あ

る
が
、
位
階
の
相
違
に
よ
っ
て
別
人
で
あ
る
事
が
わ
か
る
。

と
し
て
、
契
沖
に
従
い
翔
と
な
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、　
翼
に
も
ふ
れ
て
、
そ
の
兄
弟

・
親
子
関
係
を
想
定
し
て
、　
二
人
は
別
人
で
あ
る
と

し
、
森
本
治
吉
編

『
万
葉
の
世
界
』

（昭
和
４３
年
１２
月
）
で
は
、

天
李
八
年

（
７３６
）
六
月
の
遣
新
羅
使
の

一
行
の

一
人
。
名
が
欠
け
て
い
る
。
が
、
霊
亀
二
年

（
６７‐
）
学
生
阿
信
仲
麻
呂
の
鎌
人
と
し
て
入

唐
し
、
唐
女
を
要
り
、
天
不
六
年

（
Ｈ
）
帰
朝
し
た
羽
栗
臣
吉
麻
呂
で
あ
ろ
う
。
唐
女
と
の
間
に
、
翼

・
翔
と
い
う
二
男
ま
で
な
し
た
。

こ
れ
ら
二
男
も
父
で
あ
る
吉
麻
呂
に
従
い
帰
国
し
た
が
、
天
李
六
年
葉
は
年
十
六
で
あ
る
か
ら
、
天
不
八
年
六
月
の
遣
新
羅
使
に
は
若
年

で
あ
る
た
め
任
命
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、　
蒻
栗
は
、
や
は
り
吉
麻
呂
か
。　
渡
唐
し
た
経
験
を
買
わ

れ
、
遣
新
羅
使
に
も
任
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
し
て
、
吉
麻
呂
を
推
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

鴻
巣
盛
度
の

『萬
葉
集
全
澤
』
は
、

羽
栗
は
誰
と
も
わ
か
ら
な
い
。
代
匠
記
に

「費
字
五
年
十

一
月
癸
未
授
下迎
二清
河
・使
外
従
五
位
下
高
元
度
従
五
位
上
・其
録
事
Ｚ
栗
翔
者

留
二清
河
所
・而
不
レ帰
。
こ
の
人
に
や
。
叉
略
し
て
氏
の
み
を
か
け
る
か
、
名
の
脱
た
る
欺
」
と
あ
る
。
　
こ
の
行
に
も
録
事
と
し
て
加
つ

て
ゐ
た
も
の
か
。

羽

栗

考



一
二

と
し
て
、
契
沖
に
従
い
、
翔
の
み
を
挙
げ
、
翼
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
時
の
職
を
録
事
で
あ

っ
た
か
と
推
定
し
て
い
る
。
今
井
邦
子
は

『萬
葉
集
総
釈
』
で
、

「
羽
栗
は
博
未
詳
。」
と
し
、
契
沖
説
を
引
用
紹
介
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、翔
説
で
あ
ろ
う
。
窪
田
空
穂
の

『萬

葉
集
評
澤
』
は
、

伝
未
詳
。

『代
匠
記
』
は
、
可
能
の
範
囲
の
考
証
を
し
て
い
る
。

「
蒻
栗
」
は
、
氏
で
あ
る
。

と
し
て
い
る
が
、
す
く
な
く
と
も
窪
田
空
穂
の
こ
の

『評
澤
』
以
前
に
、
杉
本
直
治
郎
の

『
阿
倍
仲
麻
呂
博
研
究
』
は
公
刊
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
て
い
ど
の
解
説
で
は
研
究
者
ら
し
く
な
い
。

『
日
本
古
典
全
書
本
、　
高
葉
集
』
（朝
日
新
聞
社
刊
）
の
頭
注
に
は
、

「博
未

詳
」
と
あ

っ
て
、
翔

・
翼
の
い
ず
れ
を
も
例
示
し
て
い
な
い
。

尾
崎
雅
嘉
の

『
百
人

一
首

一
夕
話
』
を
高
く
評
価
し
、

「
人
々
の
伝
は
知
ら
ぬ
人
多
か
め
れ
ば
、　
一
夕
話
に
よ
り
て
、百
人
の
人
々
の
逸
話
、

さ
て
は
誉
あ
り
し
物
語
な
ど
を
の
せ
た
り
」
と
い
う
緒
言
の
下
に

『
百
人

一
首
講
義
』

（明
治
２７
年
１
月
）
を
著
し
た
佐
々
木
信
綱
の

『
評
澤

萬
葉
集
』
に
は
、

蒻
栗
　
代
匠
記
は
、
績
紀
費
字
元
年
十

一
月
の
遣
唐
使
藤
原
清
河
を
迎

へ
る
使
に
録
事
蒻
栗
翔
の
名
あ
る
を
い
ひ
、
板
橋
倫
行
氏
は
、
園

仁
の
入
唐
記
に
、
山
東
開
元
寺
の
壁
書
願
主
と
し
て
録
事
正
六
位
上
蒻
豊
翔
の
名
を
見
た
記
事
あ
る
を
指
摘
さ
れ
た
。

と
あ

っ
て
、
契
沖
の
翔
説
に
従

っ
た
上
で
、
板
橋
倫
行
の
指
摘
記
事
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
父
吉
麻
呂
に
は
言
及
し
て
い
な
い
し
、
同
じ
く
佐

々
木
信
綱
編

『萬
葉
集
事
典
』
の

「
人
名
」
の
項
に
お
い
て
も
、

博
未
詳
。
代
匠
記
は
績
紀

「
天
李
賓
字
五
年

（七
六

一
）
十

一
月
癸
未
、
授
下迎
二藤
原
河
清
・使
外
従
五
位
下
高
元
度
従
五
位
上
上。
其
録



事
蒻
栗
翔
者
留
二河
清
所
・而
不
ν帰
。」
を
引
い
て
、　
フ
」
の
人
に
や
」
と
し
、

主
と
し
て
録
事
正
六
位
上
蒻
豊
翔
の
名
を
見
た
記
事
あ
る
を
指
摘
さ
れ
た
。

と
あ

っ
て
、
同
様
見
解
で
あ
る
。

土
屋
文
明
の

『高
葉
集
私
注
』
は
、

板
橋
氏
は
、
園
仁
の
入
唐
記
に
、
山
東
開
元
寺
の
壁
豊
願

作
者
蒻
栗
は
、
氏
だ
け
を
記
し
た
と
見
え
る
。
天
李
費
字
五
年
の
紀
に
見
え
る
、
藤
原
清
河
を
迎

へ
る
篤
に
唐
に
遣
は
さ
れ
た
使
の
録
事

の
、
羽
栗
翔
と
い
ふ
者
で
あ
ら
う
と
も
言
は
れ
て
居
る
。
勿
栗
翔
は
、
費
字
五
年
に
は
、
清
河
の
許
に
留
ま
つ
て
帰
ら
な
か
つ
た
と
い
ふ

が
、
後
に
帰
朝
し
た
と
す
れ
ば
、
費
亀
六
年
紀
以
後
、
屋
見
え
る
物
栗
算
と
同

一
人
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
勿
論
そ
れ
は
不
明
で
は
あ
る

が
、
葉
は
後
に
遺
唐
使
録
事
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
同

一
人
で
、
翔
と
算
と
を
同
じ
に
用
ゐ
た
如
く
思
は
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
そ

れ
な
ら
、
巷
二
、　
２

四
五
）
の

「鳥
翔
成
」
の
訓
に
も

一
晴
示
と
な
る
で
あ
ら
う
。
叉
延
暦
九
年
の
紀
ま
で
見
え
る
梁
が
、
こ
こ
の
羽

栗
で
あ
る
と
し
て
も
、
八
十
四
五
ま
で
の
長
命
を
考

へ
れ
ば
、
此
の
年
は
三
十
で
あ
る
か
ら
、
録
事
程
度
の
職
に
は
十
分
堪

へ
得
ら
れ
よ

う
。
又
、
翔
、
翼
別
人
と
し
て
も
、
そ
の
二
人
が
、
こ
こ
の
蒻
栗
に
あ
て
ら
れ
る
可
能
性
は
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

と
し
て
、
翔
、
翼
同

一
人
説
を
提
唱
し
た
が
、

『
類
衆
国
史
』
の
記
事
を
完
全
に
見
落
し
て
い
る
上
に
、
年
齢
推
定
の
誤
算
を
し
て
い
る
の
で

あ
る
が
、

『
新
訂
版
』

（昭
和
５２
年
５
月
）
に
至
っ
て
、

作
者
蒻
栗
は
、
氏
だ
け
を
記
し
た
と
見
え
る
。
こ
こ
の
羽
栗
は
繁
、
翔
兄
弟
の
父
吉
麿
で
あ
ら
う
。
補
正
稿
０
に
詳
説
し
た
。
吉
麿
は
霊

韮
二
年
阿
倍
中
麿
の
従
者
と
し
て
入
唐
、
在
唐
中
唐
女
を
妻
と
し
翼
翔
二
人
を
産
ま
せ
、
天
平
六
年
二
兄
を
携

へ
帰
朝
し
た
者
で
あ
る
。
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一
四

と
し
、
吉
麻
呂
説
を
そ
の

「
補
正
稿
」

（昭
和
５２
年
１０
月
）
で
、

羽
栗
に
つ
い
て
は
、　
日
本
後
記
延
暦
十
七
年
五
月
二
十
七
日
の
逸
文

（類
衆
國
史
）
が
、
證
文
と
し
て
恰
好
の
も
の
と
思
は
れ
る
。　
印
ち

羽
栗
臣
箕
卒
博
で
あ
る
。

丙
午
、
正
五
位
下
蒻
栗
臣
翼
卒
、
云
々
、
父
吉
航
呂
、
霊
亀
二
年
、
以
學
生
阿
倍
朝
臣
中
疏
呂
像
人
入
唐
、
妻
唐
女
生
翼
及
期
、
箕
年

十
六
、
天
李
六
年
、
随
父
帰
國
、
以
聰
頴
見
稀
、
多
所
通
渉
、
出
家
篤
信
、
未
幾
學
業
優
長
、
朝
廷
惜
其
才
而
還
俗
、
特
賜
度
二
人
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
物
栗
箕
、
列
栗
翔
は
同

一
人
で
は
な
く
兄
弟
と
知
ら
れ
る
。
同
じ
遣
唐
使
録
事
に
、
翔
は
天
不
費
字
三
年
に
正
六
位

下
で
、
葉
は
十
六
年
後
の
費
亀
六
年
に
正
七
位
上
で
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
だ
け
か
ら
す
れ
ば
期
を
兄
と
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、
葉
は

一

時
借
籍
に
あ
り
、
昇
進
が
お
く
れ
た
ら
う
と
も
考

へ
ら
れ
、
そ
の
篤
か
録
事
に
な
る
と
す
ぐ
従
五
位
下
に
昇
つ
て
ゐ
る
。
と
に
か
く
、
兄

翼
あ
り
て
弟
翔
と
見
る
は
常
識
だ
ら
う
。
二
人
の
排
行
に
つ
き
は
つ
き
り
し
た
こ
と
は
分
ら
な
い
。
そ
の
算
は
天
李
六
年
十
六
で
あ
る
か

ら
遣
新
羅
使
の
天
李
八
年
に
は
十
八
で
あ
り
、
翔
も
そ
れ
よ
り
上
と
し
て
も
二
十
二
三
は
過
ぎ
得
ま
い
。
叉
帰
朝
早
々
で
遣
使
に
加
は
る

に
は
日
本
の
言
語
熱
逹
の
程
度
も
あ
つ
て
、
ま
づ
ま
づ
不
可
能
で
あ
ら
う
。
そ
れ
に
封
し
て
父
吉
航
呂
は
在
唐
長
ぐ
唐
女
を
妾
つ
た
程
で

あ
る
か
ら
、
唐
語
に
は
熟
達
と
見
る
べ
く
、　
新
羅
と
唐
と
の
開
係
の
密
接
な
こ
と
は
、　
後
の
も
の
な
が
ら
園
仁
の
行
記
に
も
明
か
な
の

で
、
こ
の
遣
新
羅
使
人
の
蒻
栗
は
蒻
栗
吉
航
呂
と
し
て
、
殆
ど
間
然
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
如
く
に
思
は
れ
る
。

な
ほ
園
仁
の
行
記
開
成
五
年

（承
和
七
）
三
月
七
日
の
記
事
に
見
え
る
効
豊
翔
は
こ
の
名
栗
翔
と
関
係
あ
る
べ
き
こ
と
は
、
小
野
氏
の

該
書
研
究
に
も
類
衆
國
史
を
引
い
て
説
か
れ
て
を
り
、
多
分
こ
の
名
栗
翔
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
行
記
の
豊
は
韓
鳥
の
誤
か
、
始
め
か
ら
沿

え
か
け
て
さ
う
讀
め
た
の
か
と
見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
翔
は
天
李
費
字
三
年
藤
原
清
河
を
迎

へ
る
使
の
録
事
と
な
つ
た
と
み
え
る
が
、
同

五
年
帰
還
し
た
使
等
の
伎
位
の
記
事
に
附
し
て
、
翔
は
清
河
の
許
に
留
ま
つ
て
帰
ら
な
か
つ
た
と
あ
る
。
つ
ま
り
母
の
國
に
落
ち
つ
い
た

わ
け
だ
。
箕
は
卒
博
が
あ
る
程
で
績
紀
に
そ
の
名
と
業
績
を
拾
ふ
こ
と
が
出
来
る
。



と
詳
説
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
、

『
百
人

一
首

一
夕
話
』
・
『
萬
葉
集
人
物
博
』
頭
注

・
『
阿
倍
仲
麻
呂
博
研
究
』
や
板
橋
倫
行
の
論
考
な
ど
に

は
言
及
し
て
い
な
い
、
僅
か
に
、

「小
野
氏
の
該
書
研
究
」
と
い
う
章
句
が
あ
る
の
み
で
、
こ
れ
は
多
分
小
野
勝
年
著

『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記

の
研
究
』
第
二
巻

（昭
４‐
年
２
月
）
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
全
く
、
学
問
的
態
度
や
研
究
史
的
配
慮
に
欠
け
て
い
る
の
に
驚
く
の
で
あ

る
。
そ
れ
も
さ
て
お
い
て
、
次
い
で
、
武
田
祐
吉
の

『萬
葉
集
全
註
澤
』
に
は
、

蒻
栗
　
ハ
ク
リ
。
博
未
詳
。
勿
栗
と
い
う
氏
の
人
か
。
代
匠
記
に
、

「費
字
五
年
十

一
月
癸
未
、
授
ν迎

清̈
河
・使
外
従
五
位
下
高
元
度
、

従
五
位
上
上。
其
録
事
羽
栗
翔
者
、
留
一清
河
許
・而
不
レ婦
。
こ
の
人
に
や
。　
叉
略
し
て
氏
の
み
を
か
け
る
か
。　
名
の
脱
た
る
欺
」
と
あ

る
。
ま
た
績
日
本
紀
天
李
紳
護
二
年
七
月
の
條
な
ど
に
、
蒻
栗
の
臣
翼
の
名
が
し
ば
し
ば
出
て
い
る
。
期
と
翼
と
名
に
縁
が
あ
る
。
兄
弟

か
親
子
か
。

と
し
て
、
翔
と
翼
の
関
係
に
言
及
し
て
、

「兄
弟
か
親
子
か
」
と
し
た
。

『
日
本
音
典
文
学
大
系
、
高
葉
集
』
（昭
和
３７
年
５
月
）
頭
注
に
は
、

伝
未
詳
。
天
李
宝
字
五
年
に
、
藤
原
清
河
の
迎
え
に
唐
に
遣
わ
さ
れ
た

一
行
の
録
事
と
な
り
、
唐
に
と
ど
ま
つ
た
羽
栗
翔
や
、
宝
亀
六
年

に
遣
唐
録
事
で
准
剣
官
に
さ
れ
た
羽
栗
翼
と
同
人
か
、
あ
る
い
は
縁
者
か
。

と
し
、
判
断
を
留
保
し
て
い
る
。
櫻
井
満
は

『場
代
語
鳳
万
葉
集
』

（昭
和
５０
年
４
月
）
の
人
名
解
説
で
、

④
不
明
。
名
を
欠
く
が
、
霊
亀
二
年

（
七

一
六
）
学
生
阿
信
仲
麻
呂
の
鎌
人
と
し
て
入
唐
、
唐
女
を
嬰
り
、
天
不
六
年

（
七
三
四
）
帰

朝
し
た
羽
栗
臣
吉
麻
呂
か
。
０
天
李
八
年

（七
三
六
）
六
月
の
遺
新
羅
使
の
ひ
と
り
。
吉
麻
呂
は
唐
女
と
の
間
に
、
翼

・
翔
と
い
う
二
男

羽
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を
な
す
。
こ
れ
ら
二
男
も
つ
れ
て
渡
唐
し
た
経
験
を
買
わ
れ
遺
新
羅
使
に
も
任
ぜ
ら
れ
た
も
の
か
。

と
し
、
吉
麻
呂
を
推
定
し
て
い
る
が
、
「羽
栗
臣
吉
麻
呂
」
・
コ
一男
も
つ
れ
て
渡
唐
し
た
経
験
」
と
い
う
傍
点
部
分
は
失
当
で
あ
ろ
う
。
後
に
、

桜
井
満
編
修

『
必
携
万
葉
集
要
覧
』

（昭
和
５．
年
６
月
）
で
は
、

〔系
譜
〕
羽
栗
吉
疏
呂
か
。

〔閲
歴
〕
天
李
八
年

（
七
三
六
）
六
月
の
遺
新
羅
使
の
ひ
と
り
。
吉
麻
呂
な
ら
ば
霊
亀
二
年

（七

一
六
）
学
生
阿
信
仲
麻
呂
の
鎌
人
と
し

て
入
唐
、
唐
女
を
警
り
、
翼

・
翔
と
い
う
二
男
を
も
う
く
。
天
李
六
年

（
七
三
四
）
帰
朝
。
こ
の
渡
唐
の
経
験
を
買
わ
れ
、
遺
新
羅
使
に

も
任
ぜ
ら
れ
た
も
の
か
。

と
修
正
し
て
い
る
。
久
松
潜

一
監
修

『萬
葉
集
講
座
』
別
巻
の

『萬
葉
集
事
典
』
（
昭
和
５０
年
１０
月
。
有
精
堂
）
に
は
、
「
代
匠
記
は
翔
と
し
、

全
註
釈
は
翼
を
あ
げ
る
」
と
し
て
、
吉
麻
呂
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
の
間
、
中
西
進
は
、
「
長
安
の
憶
良
」
翁
成
城
大
学
記
念
論
文
集
」
昭
和

４０
．
３
、
後
　
『万
葉
史
の
研
究
』
昭
４３
・
７
所
収
）
に
お
い
て
、

第
十
次
の
大
使
清
河
も
勝
宝
五
年
六
月
の
帰
航
に
失
敗
し
た
後
は
遂
に
帰
ら
ず
、
そ
の
混
血
の
娘
喜
娘
の
み
を
日
本
に
遺
し
て
い
る
。
そ

の
清
河
の
許
に
留

っ
て
遂
に
帰
ら
な
か
っ
た
人
に
羽
栗
辺
が
い
る
。
翔
は
天
李
八
年
の
遺
新
羅
使
の
一
員
と
し
て
万
葉
集
（
１５
三
六
四
〇
）

に
も
望
郷
の
歌

一
首
を
と
ど
め
て
い
る
が
、
第
十

一
次
の
録
事
と
し
て
渡
唐
、
登
州
開
元
寺
に
西
方
浄
土
、
補
陀
落
浄
土
の
壁
画
を
描
い

た
。
そ
れ
を
発
見
し
た
の
は
、
ほ
ぼ
百
年
後
、
承
和
七
年

（開
成
五
年
）
三
月
七
日
に
第
十
七
次
の

一
行
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
劇
的
な
挿
話
の
主
人
公
翔
は
羽
栗
吉
麿
の
子
で
、
母
は
唐
女
、
混
血
兒
で
あ
っ
た
。



と
し
て
、
吉
麻
呂
の
子
の
翔
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
父
子
関
係
を
示
す
文
献
の
明
示
を
し
て
い
な
い
し
、
な
お
、

「補
陀
落
浄
上
の
壁
画
を
描

い
た
」
と
か
、

「史
書
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
万
葉
の
最
後
の
一
人
は
翔
で
あ
る
」

（「宝
亀
―
万
葉
の
終
焉
―
」
国
文
学
Ｈ
巻
１３
号
、
昭
４‐
年

■
月
。
後

『万
葉
史
の
研
究
』
所
収
）
な
ど
と
そ
の
文
献
史
料
を
示
す
こ
と
な
く
断
定
し
て
い
る
の
は
、
正
確
な
情
報
を
希
求
し
て
い
る
現
在
の
学

界
に
お
け
る
学
術
論
文
と
し
て
は
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

三

以
上
の
ご
と
く
、
諸
家
の
説
を
引
用
紹
介
に
よ
っ
て
わ
か
る
よ
う
に
、
契
沖
が

「
翔
か
」
と
し
た
の
に
盲
従
し
、
雅
澄
が
吉
麻
呂
伝
を
紹
介

し
な
が
ら
も

「妄
説
」
と
判
じ
た
た
め
に
、
以
後
の
多
く
の
万
葉
学
者
が
、
史
学
界
の
業
績
を
参
看
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
、
そ
の
怠
慢
さ
を

肝
に
銘
じ
て
今
後
の
研
鑽
に
期
待
し
た
い
と
思
う
が
、
今
、　
一
応
、
当
面
歌
の
作
者
は
、
羽
栗
父
子
三
人
の
年
齢

。
経
歴
な
ど
か
ら
み
て
、
安

倍
朝
臣
族
と
の
か
か
わ
り

（『
新
撰
姓
氏
録
し

か
ら
、
霊
亀
二
年

（
七

一
六
）
に
吉
麻
呂
が
遺
唐
留
学
生
安
倍
朝
臣
仲
麻
呂
の
嫌
人
と
な
っ
て

渡
唐
し
、
唐
女
を
晏
り
、
二
子

（翼

・
翔
）
を
儲
け
た
後
、
天
平
六
年

（
七
三
四
）
に
帰
朝
し
、
ま
も
な
く
、
天
平
八
年

（
七
三
六
）
に
遺
新

羅
大
使
阿
倍
朝
臣
継
麻
呂
の
嫌
人
と
な
っ
て
新
羅
へ
出
か
け
、
途
中
、
こ
の

一
首
を
歌
っ
た
も
の
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。
羽
栗
父
子
三
人
の

詳
し
い
伝
記
考
証
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。

羽

栗

考

一
七


